出　向　者　報　告

出向者  菱田　有修　君

1． 出向先　　　　：社団法人日本青年会議所

JCプライド実践グループ

説得力のある教育実践委員会
2． 出向した目的　　 :

· 新たな教育プログラムの開発に参画すること

· LOMへの教育プログラムの伝播啓蒙すること

· 地域教育の策定をすること

· 自己研鑽及びネットワークの構築をすること

3． 出向先委員会概要 : 

· 子どもたちをまっとうな大人へと育む教育プログラムの実践
· 倫理道徳並びに環境プログラムの推進と実施
4． 委員会及び小委員会開催報告

	回
	日　　時
	開　催　場　所
	内容

	1


	１月23日（金）

1月24日（土）
	京都：京都国際会議場
	· 事業計画について
· 協働運動推進セミナー

	2


	2月21日（土）

2月22日（日）
	東京：スター貸会議室　東京駅八重洲

東京：JC会館
	· 新規プログラム開発・推進について
· 倫理・道徳教育プログラムトレーナー養成セミナー開催

	3


	3月28日（土）

3月29日（日）
	宮城：仙台市市民活動センター
	· 新規プログラム開発・推進について
· DVD「学の夏休み」版権取得計画並びに予算(案)ついて

	4


	4月18日（土）

4月19日（日）
	東京：全国町村会館　第2会議室
	· 新規プログラム開発・推進について
· サマーコンファレンス2009について

	5


	5月15日（土）

5月16日（日）
	東京：中野サンプラザ研修室3
	· 新規プログラム開発・推進について
· 藤原和博氏　講演

	6


	6月6日（土）

6月7日（日）
	長野：JA長野県ビル　13階13A会議室
	· 新規プログラム開発・推進について
· サマーコンファレンス2008について

	7


	7月24日（金）

7月25日（土）
	横浜：パシフィコ国際会議場　会議センター212
	· サマーコンファレンス2008について

	8


	9月27日（土）

9月28日（日）
	新潟：二洲楼
	· 新規プログラム開発・推進について
· 全国大会について

	9


	10月10日（金）

10月11日（土）
	沖縄：那覇JC事務局
	· 第58回全国会員大会沖縄那覇大会JCプライド実践グループセミナーについて

	10


	11月28日（土）

11月29日（日）
	愛知：ナディアパーク会議場
	· 子どもたちをまっとうな大人へと育むプログラム開発　事業報告並びに決算について・マニュアル

· サマーコンファレンス2009「説得力のある教育セミナー」報告について

	11


	12月19日（土）

12月20日（日）
	松本：市内会議所
	· 委員会総括


5． 反省

昨年度に引き続き私自身入会の浅い身でありながら、本年度の社団法人日本青年会議所　JCプライド実践グループ　説得力のある教育実践委員会に出向させていただきましたことに心よりお礼を申し上げます。

説得力のある教育実践委員会は、JCプライド実践グループの一会議四委員会の一つであります。安里会頭の所信には、「教育とは、子どもたちをまっとうな大人へと育むことであり、あるべき大人の生き様を伝えることである。」という一節があります。当委員会は、この一節をもとに、まずは自分自身の生き方を社会に示す必要があってこそ、説得力を持ち合わせるという方針で事業を展開しました。具体的に挙げると2つあります。一つは、全国のLOMにおいて実践されている協働運動（倫理道徳教育プログラム・環境教育プログラム）の実例を集約し、LOMや外部の組織に推進していくことです。もう一つは、大人と子どもが地域と一体となり複眼的に、そして、地域色豊かな人間形成を目指すプログラムを開発することです。このうち私は、後者の小委員会に属することになりました。

この小委員会では、新たな教育プログラムを開発するにあたり、JCの特性を活かしてどのような手法で、どうやったら地域教育に対して効果的かを検討してきました。そこで、日本に古くからある「てらこや」という社会教育を見つめ直し、教育プログラムとして実践することが急務だと考えました。杉並区立和田中学校の校長であった藤原和博氏や「鎌倉てらこや」に携わった社団法人鎌倉青年会議所OBの湯澤大地先輩の意見を参考に「てらこや事業」を手本とし、JC版寺子屋プログラムの開発に至りました。

このJC版寺子屋プログラムは、“地域の子どもは、地域で育てる”を基本に、大人と子どもだけではなく、そこに学生を交えることで、3世代が双方向で良い刺激や学びを得ることができる地域色豊かな実体験を通じた複眼的教育プログラムです。子どもには身近なお兄さんやお姉さんとして接する。学生には子どもたちに何かを伝えなければという責任感を持たせる。そして、我々大人は本気の姿を学生に示すというものです。

このプログラムを開発するにあたっては、他の団体のまねごとではないか？とか協働運動が強制運動になっていないか？などのご批判がありました。しかしながら、JCが地域で果たす役割とは何か？とか、一つの手法にとらわれない多様性あるプログラムをどのように推進していくべきかを委員会メンバーで開発する難しさは、非常にやり甲斐がありました。

また、LOMへの落とし込みにおいては、協働運動セミナーにてNPO法人鎌倉てらこやの湯澤大地先輩の「てらこや事業」のご講演につなげられました。このセミナーに多くのメンバーが共感していただいたことが、至高の喜びでありました。

説得力のある教育実践委員会にて勉強させていただいたことで、資源のない日本には人ありき、つまり、教育であると痛感しました。地域に住んでいれば、それは地域教育であると実感した1年でもありました。教育は、森林に例えられます。植樹してそれが森になるには、30～50年の年月がかかります。短期に結果を求めず、継続していくことが、要だと思います。

最後になりますが、出向に推薦をしていただきました関谷裕治直前理事長、そしてLOMの皆様には、いろいろな面においてサポートしていただきましたことに心より感謝を申し上げます。1年間、本当にありがとうございました。
　　　

6． 次年度への申し送り事項

出向を検討されている方は、時間的・経済的に制約があるなかで是非チャンスをつかむ努力をしてみて下さい。LOMのフィールドだけではなく、視野を広げるためにも様々な活躍の場を求めて参加して下さい。そして、たくさんの出逢いと素晴らしい感動を自分の手でつかんで下さい。きっと、その努力に見合う大きな成長となるはずです。それが、JCです。

